
 

 

 
 

 

  

 
 

ハチ高原の大自然を満喫しながら、さまざまな体験活動を行い、充実した５日間を過ごしました。は

し作り、山登り、アマゴつかみ、火起こし、飯ごう炊さん、キャンドルファイヤー、記念のペンダント

作り…どれをとっても、大変貴重な体験となりました。また、３日目の夜には、激しい雷鳴と大粒の雨

も経験しました。雷のあまりの大きな音に驚いた人もたくさんいたと思います。変わりやすい山の天気、

朝夕のひんやりした感じ、虫の声、風の音、星空の美しさ、しんと静まり返った夜の空気・におい   。

普段の生活では感じられない「自然」を五感で感じることができました。 

普段とは全く異なる環境の中、「勇気」「挑戦」「協力」で、達成できた喜びや苦手なこともしんどい

ことも乗り越えた経験は、きっと一人一人の大きな「自信」となっていることでしょう。また、「協力」

の本当の意味も知ることができたのではないでしょうか。 

この自然学校で学んだことの「成果・真価」は、今後の生活で問われます。仲間との体験活動を通し

て「こころ」と「からだ」で学んだことを、ぜひ生かしてほしいと願っています。 

    

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

  いちじく収穫 ３年（９/１９）  

いちじく部会の皆さんにお世話になりました。いちじく農園に到着すると、 

いちじくの甘～い香りが漂っていました。６月に誘引作業をしてから３か月、 

まだ青く小さかったいちじくは大きく真っ赤に熟し、とてもおいしそうです。 

農園の方に収穫の仕方を教えていただき、 

いざ収穫！「みんな上手だね」と褒めてい 

ただきました。たくさんのいちじくを収穫 

し、パック詰め作業も体験させていただきました。お家にお土産で持って 

帰りました。甘くて、とってもおいしかったです。１０月３日のいちじく 

ジャムづくりもとても楽しみです。 

 
加古川市立志方西小学校 

令和 6年１０月 №７ 

校長室から 

自然学校に行ってきました（５年生  ９/１５～９/１９） 

～僕の勇気・私の勇気  「挑戦してみよう」「やってみよう」～  

地域とともにある学校づくり ～いちじく収穫・いもほり～  



 
10／ １（水）えがおであいさつにこにこデー 

脊柱側弯検診（５年生） 

３（金）委員会 

７（火）代表委員会 

８（水）朝会 諸費振替① 

   １７（金）運動会準備 諸費振替② 

   １８（土）運動会 ※20（月）代休 

２１（火）ベルマーク回収 

２２（水）児童集会 視力検査 

 

  いもほり １・２年（９/１９）  

横大路ふれあい農園の皆さんにお世話になりました。５月の初めに苗植え 

をして４か月半が経ちました。つるをたよりにおいもを掘りました。「こ 

こにあるかな～」「あ、あった～！」と元気な声が響きました。 

今年もイノシシ等に対し、万全の対策を講じてくださっていたのですが、 

またもやイノシシがそれらを乗り越え、大きなおいもを食べてしまった、 

とのことでした。子どもたちが植えたおいもが大きく、おいしく育って、 

イノシシも夢中で食べてしまったようです。イノシシさん、来年は大きな 

おいもも残しておいてね。 

子どもたちにとって、山の動物と人間の共存について考える、自然につい 

て考える、農業について考える、そんなきっかけになれば…と思います。 

農園の皆さんが、一人２本ずつ焼き芋を作ってくださいました。甘くてホ 

クホクの焼き芋、とてもおいしかったです。実りの秋を感じます。 
 

                                      
 
１０月１８日（土）に運動会、２４日（金）にかいぼりが予定されています。 

運動会に向けて、９月末から練習がはじまりました。朝夕はだいぶ涼しくなりましたが、日中は暑い日もあ

ります。しかし、子どもたちは元気いっぱい駆け回っています。金管の子どもたちも頑張っています。一生懸

命に練習している姿を見ていて、本番がとても楽しみです。当日、子どもたちが積み重ねてきた練習の成果を

ご覧いただき、西っ子一丸となって一つの行事をやり遂げる姿に熱い声援を送っていただきますようお願いい

たします。また、保護者の皆さまも演技にご参加くださいますよう、あわせてご案内いたします。 

かいぼりは、１０月２４日の午後に実施します。ため池とそこに息づく生物に触れ、自然を肌で感じ、命を

感じ、ふるさとへの思いを膨らませることのできる素晴らしい行事です。保護者の皆さまには、準備等でお世

話になります。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

１０月３０日（木）１０時４５分から、2022 年北京パラリンピック・男子スノーボードに出場した田渕伸

司さんを講師としてお迎えして教育講演会を開催します。 

子どもたちには、パラスポーツに触れることを通して、困難を乗り越え、夢に向かって努力することの大切

さや、すべての人が生活しやすい社会などについて、学んだり考えたりしてほしいと思っています。保護者の

皆さまにもご参加いただきたいと思い、ご案内いたします。 
          

田渕 伸司（たぶち しんじ）さん 

兵庫県立学校教諭。2007 年（26 歳）スノーボードの練習中の事故により、右 

足脛腓骨神経麻痺となる。その後も活躍を続け、日本障害者スキー連盟の強化指 

定選手として、国内外の大会で多くの実績を残す。 

パラスノーボード日本代表として、2022 年に行われた北京パラリンピックに 

出場。 

（写真提供：（公財）兵庫県人権啓発協会「ひょうご人権ジャーナルきずな」2022年 12月号より） 

 

運動会・かいぼりについて 

２３（木）視力検査 

２４（金）わくわく体験教室（４年生・琴①） 

     かいぼり体験（予備日 27 日） 

２７（月）わくわく体験教室（４年生・琴②） 

２８（火）ヴィラ播磨訪問（２年生） 

     志方東小との交流授業（1・3・6 年生） 

２９（水）音楽集会 

３０（木）教育講演会（パラスポーツ・田渕選手） 

３１（金）クラブ 

１０月の主な予定 

教育講演会について 


